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私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要 をお知らせします　　　　　　　　ごみ減量化のお願い

　現在、市内で発生する可燃ごみは、三福寺町にある資源リサイクル
センター（昭和６１年３月供用開始）と久々野町にある久々野クリーンセン
ター（平成2年４月供用開始）で焼却処理しています。
　地域の皆さんのご理解とご協力のもと、これまで安全かつ適正に焼
却処理を継続してきましたが、両施設ともに供用開始から３０年以上が
経過し、施設の老朽化が進行しています。
　そこで、市では令和８年度を目標に、三福寺町の資源リサイクルセン
ターの現施設の東側に新しいごみ処理施設を整備することとしました。
なお、現在の2つの焼却施設については、新施設完成後に解体予定です。
　地域の皆さんとの対話を重ね、いただいた意見を新施設の計画に反
映させ、最新の技術により安全で多機能なごみ処理施設を建設するた
め、学識経験者や市民の代表などで組織された「ごみ処理施設建設検討
委員会」で新施設の建設に必要な項目についてご検討いただきました。
　検討委員会では、排ガス自主規制値を国内トップクラスとする環境対
策の実施や、ごみ焼却時に発生する熱の有効利用などを提言書としてま
とめ昨年８月市に提出していただきました。
　今回はその提言書に基づき、市が策定した新しいごみ処理施設の基
本設計についてお知らせします。併せて、地球温暖化防止や老朽化し
た施設の安全稼働のためにも、ごみの減量化にご協力ください。
問合せ  ごみ処理場建設推進課☎57-5177

現在の資源リサイクルセンター焼却施設（三福寺町）

現在の久々野クリーンセンター焼却施設（久々野町久々野）

新施設の立体図（イメージ）（資源リサイクルセンター・三福寺町）

新施設新施設

現施設跡地現施設跡地
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3 2高山市「非常事態宣言」発令中（3月21日まで）

①
周
辺
環
境
へ
の
対
応

　
煙
突
の
配
置
や
高
さ
に
つ
い
て
配
慮
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な

ど
の
有
害
物
質
の
排
出
基
準
を
全
国
の
施
設
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
厳
し
い
排
出
基
準
と
し
ま
す
。

②
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

　
施
設
で
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
な
ど
に
よ
り
、

地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
な
施
設

　
災
害
発
生
時
や
停
電
時
で
も
、
運
転
が
継
続
で
き
る
施
設
と
し

ま
す
。

④
環
境
監
視
活
動

　
排
ガ
ス
測
定
の
ほ
か
、
周
辺
の
大
気
や
土
壌
な
ど
の
環
境
監
視

活
動
に
つ
い
て
、
き
め
細
か
な
調
査
の
実
施
と
、
結
果
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
環
境
基
準
値
な
ど
を
遵
守
し
ま
す
。

⑤
施
設
の
運
営
方
法

　
市
の
直
営
施
設
と
し
て
適
正
に
職
員
を
配
置
し
、
安
全
稼
働
に
努

め
ま
す
。

⑥
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

　
施
設
へ
の
ご
み
の
搬
入
量
や
焼
却
量
を
減
ら
す
た
め
、
様
々
な

施
策
を
講
じ
て
、
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
施
設
の
建
設
で
大
切
に
す
る
こ
と（
基
本
方
針
）

　
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
係
る
基
本
設
計
に
、
広
く
関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
学
識

経
験
者
、
自
然
環
境
な
ど
に
関
す
る
有
識
者
、
住
民
の
代
表
な
ど
で
組
織
す
る「
ご
み
処
理
施
設
建

設
検
討
委
員
会
」を
令
和
２
年
８
月
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
約
１
年
間（
全
８
回
）に
わ
た
り
、

施
設
建
設
に
必
要
な
項
目（
施
設
規
模
、
焼
却
方
式
、
排
ガ
ス
自
主
規
制
値
、
煙
突
高
な
ど
）に
つ
い

て
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
８
月
、
そ
の
結
果
を「
提
言
書
」と
し
て
取
り
ま
と
め
て
市
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
み
処
理
施
設
建
設
検
討
委
員
会
で

検
討
を
重
ね
ま
し
た㊤岐阜大学工学部教授  神

かんばら
原信

しん
志
じ

委員長（写真中央）、市町内会連絡協議会会長  
川
かわはら

原正
まさ

巳
み

副委員長（写真左）より市長に提言書を提出

【
主
な
提
言
内
容
】

１
施
設
規
模

　
施
設
１
日（
24
時
間
）あ
た
り
の
ご
み
焼

却
能
力
は
、
95
ｔ（
47
・
５
ｔ
×
２
炉
）と

す
る
。

２
焼
却
方
式

　
ス
ト
ー
カ
方
式
と
す
る
。

３
排
ガ
ス
自
主
規
制
値
・
煙
突
高

　
排
ガ
ス
自
主
規
制
値
は
、
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
規
制
値
を
採
用
す
る
。

　

煙
突
高
は
、
59
ｍ（
煙
突
天
端
標
高
を

６
８
０
ｍ
）と
す
る
。

４
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
方
針

　
焼
却
に
伴
い
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
な
ど
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
施
設
整
備
を
行
う
。

　
そ
の
他
に
も
、環
境
学
習
や
防
災
機
能
、

建
築
意
匠
、
施
設
運
営
に
つ
い
て
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
し

い
内
容
は
、
市
HP
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要
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◆
新
ご
み
処
理
施
設
は
こ
ん
な
施
設
で
す

　
ご
み
処
理
施
設
建
設
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、
施
設
建
設
に
必
要
な
項
目
に
つ
い
て
、
市
で
検
討
を
行
い
、
施
設
建
設
の
基
礎
と
な
る
基
本
設

計
を
策
定
し
ま
し
た
。

ス
ト
ー
カ
方
式
っ
て
何
？

　
加
熱
し
た
状
態
の
焼
却
炉
内

に
ご
み
を
投
入
し
、「
ス
ト
ー

カ
」と
呼
ば
れ
る
可
動
式
火
格

子
の
上
を
前
後
に
移
動
さ
せ
な

が
ら
、
下
か
ら
空
気
を
送
り
燃

焼
さ
せ
る
方
式
で
す
。

　
焼
却
炉
内
に
燃
料
を
投
入
す

る
こ
と
な
く「
ス
ト
ー
カ
」の
上

で
ご
み
が
乾
燥
、
燃
焼
、
後
燃

焼
の
過
程
を
経
て
、
約
２
時
間

程
度
で
完
全
燃
焼
し
ま
す
。

ごみの排出量（推定値と実績）

処理対象項目 R8処理量
（推定値）

H31処理量
（実績）

可燃ごみ
一般廃棄物

家庭系 13,310ｔ/年 14,801ｔ/年
事業系 8,149ｔ/年 8,322ｔ/年

産業廃棄物 450ｔ/年 594ｔ/年
計 21,909ｔ/年 23,717ｔ/年

破砕・選別残さ 976ｔ/年 687ｔ/年

合計
年間処理量 22,885ｔ/年 24,404ｔ/年
日平均処理量 62.7ｔ/日 66.9ｔ/日

全国の直近５年間の稼働実績

種類 分類 方式 直近５年間の
稼働実績（％）

溶融
なし

焼却炉
方式

ストーカ方式 82.9

流動床方式 1.2

溶融
あり

ガス化溶
融炉方式

シャフト炉方式 8.5

流動床方式 4.9

その他 2.5

·稼働率を考慮した規模（＊）
施設規模（ｔ/日）＝計画年間日平均処理量（63ｔ/日）
÷実稼働率（280日/365日≒0.767）
÷調整稼働率（0.96）=86ｔ/日
·災害廃棄物の処理を考慮した規模（1日当たりの焼却処理量の
10％を加算した数値を想定）（＊）
施設規模（ｔ/日）＝86ｔ/日×1.1≒95ｔ/日

＊24時間連続運転

ストーカ炉のイメージ図

金属製のブロックが前後に
動いてごみを送り出します

排ガス処理過程へ

クレーン可燃ごみ

ごみ投入口

ストーカ（火格子）

燃焼空気投入
暖めた空気を送り込んで
燃えやすい状態を保ちます

乾燥帯

燃焼帯

後燃焼帯

高温でごみを乾燥

ごみを移動しながら
高温焼却

燃え残しのないよう
完全燃焼 焼却灰

炉内温度
850度以上

⑴
施
設
規
模

　
将
来
人
口
の
予
測
や
過
去
10
年
間
の
ご
み
排
出
実
績
か
ら
、
ご
み
減
量
化
を
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
前
提
に
新
施
設
稼
働
時（
令
和
８
年
度
）の
焼
却
処
理
量
を
年
間
２
２
，
８
８
５

ｔ
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
の
廃
棄
物
処
理
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
施
設
１
日
あ
た
り
の
ご
み
焼
却
能
力
を
95
ｔ（
47
・
５
ｔ
×
２
炉
）と
し
ま
す
。

【
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
処
理
に
つ
い
て
】

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
引
き
続
き
再
生
利
用
を
行
い
ま
す
。
再
生
利
用
で
き

な
い
も
の
で
、
燃
焼
に
よ
り
有
害
物
質
が
発
生
す
る
恐
れ
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
の

方
針
に
従
い
、
新
施
設
で
焼
却
処
理
し
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
。

⑵
焼
却
方
式

　
ス
ト
ー
カ
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

【
採
用
理
由
】

　
観
光
都
市
で
あ
る
高
山
市
は
、
年
間
を
通
じ
て
多
様
な
廃
棄

物
が
発
生
し
、
ご
み
の
質
や
量
の
季
節
変
動
が
大
き
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
本
方
式
は
、
燃
焼
の
安
定
性
に
優
れ
、
全
国
的
に

採
用
実
績
が
多
く
信
頼
性
が
高
い
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
現
施

設
に
お
い
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
績
も
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要
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⑶
排
ガ
ス
自
主
規
制
値

　
計
画
中
・
建
設
中
を
含
め
た
一
般
廃
棄
物
焼
却
処
理
施
設
の
中
で
も
、
左
表
の
と
お
り
、
国
内
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
自
主
規
制
値
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
例
と
し
て
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
は
、
法
律
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
規
制
値
の
６
２
５
分
の
１
の
濃
度
と
な
り
ま
す
。

新施設　排ガス自主規制値

項　目 ばいじん 硫黄酸化物
（SOx）

塩化水素
（HCL）

窒素酸化物
（NOx）

ダイオキシン類
（DXNs）

水　銀
（Hg）

単　位 g/㎥N ppm ppm ppm ng-TEQ/㎥N µg/㎥N

新施設
自主規制値 0.005 8 8 20 0.008 30

（＊2）

東京都武蔵
野クリーン
センター　

（＊1）

0.01 10 10 50 0.100 50

現施設 0.08 約3,000 430 250 1.000 50

法規制値 0.15 約3,000 430 250 5.000 30
（＊2）

＊1…地域の皆さんから、厳しい排ガス自主規制値を設定しているモデルケースとして提案の
あったごみ焼却施設（平成29年４月建設）

＊2…水銀規制値は、平成30年4月以降に建設する新しい施設に適用されている法規制値です。

設備イメージ図（焼却炉断面図）

ごみを混ぜてから
焼却炉に投入します

エアカーテンで悪臭が
漏れるのを防ぎます

悪臭を吸い込んで
焼却炉で燃やします

熱を回収して発電や
給湯などに利用します

有害物質を除去するため
薬品を吹き込みます

目の細かいフィルタで
有害物質を捕集します

排ガスの常時監視をします

窒素酸化物とダイオキシ
ン類をさらに除去します

薬品で固めてから埋立処理します

850℃以上の
高温で焼却します

埋立処理します

私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要
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⑷
煙
突
高

　
排
ガ
ス
に
よ
る
周
辺
地
域
の
大
気
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
年
間
の
風
向
き
、
風
力
、

大
気
中
の
物
質
濃
度
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
煙
突
の
高
さ
に
よ
る
濃
度
の
違
い
を

算
出
し
、
煙
突
の
構
造
、
施
工
性
、
景
観
性
な
ど
を
加
え
て
検
討
し
た
結
果
、
煙
突
高
を
59
メ
ー
ト

ル（
煙
突
天
端
標
高
６
８
０
メ
ー
ト
ル
）と
し
ま
し
た
。

⑸
防
災
機
能

　
市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
と

し
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
対
し
て
、
十
分
な

防
災
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
施
設
を
強
靭

化
し
、
停
電
時
で
も
施
設
を
稼
働
さ
せ
て
、
発
電
や

熱
供
給
の
行
え
る
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
、
避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

食
糧
や
水
、
毛
布
な
ど
防
災
備
蓄
品
の
確
保
も
行
い

ま
す
。

⑹
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
方
針

　
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
必
要
な
電
力
を
賄
い
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
な
ど
に
よ
り
脱
炭
素
社
会
に
適

合
し
た
施
設
に
し
ま
す
。

　
併
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
有
効
利
用
す
る
た
め
、
近
隣
施
設
へ
の
蒸
気
供
給
、
施
設
内
の

融
雪
装
置
の
設
置
に
よ
る
焼
却
熱
の
直
接
利
用
な
ど
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

上空からのイメージ

新上野橋からのイメージ

大気中の有害物質の調査（東山台公民館）

焼却熱を利用したエネルギー活用の仕組み

　ごみは焼却炉で
燃やされ、熱が発
生します。

　発生した熱で、
水を加熱し、高温
高圧の蒸気を発生
させます。

　発生した高温高圧の蒸気
をタービンの羽根に当てる
ことでタービンを回転さ
せ、発電機を回すことで電
気を発生させます。

蒸気タービン（内部・羽根） 蒸気タービン（外観）

私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要
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⑼
施
設
配
置
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
施
設
利
用
者
の
安
全
確
保
や
円
滑
な
ご
み
の
搬
入
の
た
め
、
分
か
り
や
す
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び

動
線
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
建
設
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

•
車
両
動
線
が
極
力
交
差
し
な
い
動
線
と

し
ま
す
。

•
搬
入
、
搬
出
そ
れ
ぞ
れ
に
計
量
機
を
設

置
し
、
計
量
や
料
金
の
支
払
い
が
円
滑

に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

•
環
境
学
習
施
設
の
た
め
の
、
安
全
な
見

学
者
動
線
を
設
定
し
ま
す
。

年　度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

施　設　建　設

造　成　工　事

検討委員会・基本設計作成検討委員会・基本設計作成

仕様書作成・入札・業者選定仕様書作成・入札・業者選定
プラント・建物工事プラント・建物工事

供用開始供用開始

詳細設計詳細設計
入札・業者選定入札・業者選定

造成工事造成工事
供用開始供用開始

配置イメージ

今後のスケジュール

⑺
環
境
学
習

　
ご
み
処
理
の
仕
組
み
や
歴
史
な
ど
を
学
べ
る
環
境
教
育
の
先

進
施
設
と
し
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
や
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

推
進
、
脱
炭
素
の
取
り
組
み
な
ど
を
見
て
、
体
験
し
て
、
考
え

ら
れ
る
総
合
的
な
学
習
機
能
を
持
た
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
機
能
を
効
果
的
に
活
用
し
、
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
施
設
と
す
る
た
め
に
、
家
族
連
れ
や
様
々
な
年
代
の
方

が
、自
由
に
楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。

⑻
建
築
計
画

　
「
美
し
い
景
観
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」、「
景
観
計
画
」、「
誰
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
」な
ど
各
種
関
係
条
例
や
計
画
に
基
づ
き
、
周
辺
景
観
と
の
調
和
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
に
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。

【
外
観
デ
ザ
イ
ン
】

•
施
設
の
高
さ
は
22
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
ま
す
。

•
施
設
に
使
用
す
る
色
彩
な
ど
は
、
景
観
計
画
に

準
じ
て
、
周
辺
環
境
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
配
慮

し
て
決
定
し
ま
す
。

•
ご
み
処
理
施
設
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

す
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。

•
里
山
景
観
と
の
調
和
を
図
り
、
緑
化
を
取
り
入

れ
ま
す
。

【
内
部
デ
ザ
イ
ン
】

•
建
物
内
部
の
意
匠
の
木
質
化
を
図
り
ま

す
。

＊
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

維
持
管
理
費
用
の
低
減
に
十
分
に
配
慮
し

ま
す
。

都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

変
更
案
の
縦
覧

　

市
清
掃
工
場(

三
福
寺
町)

の
変
更
案

に
つ
い
て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

３
月
15
日
㈫
〜
29
日
㈫

縦
覧
場
所

都
市
計
画
課(

本
庁
３
階)

意
見
書

〜
３
月
29
日
㈫

問
合
せ

都
市
計
画
課
☎
57-

７
４
４
４

入口⇒
出口⇐

埋立処分地へ
⇒

Ｎ

私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要
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ごみの減量化にご協力ください！

高山市「非常事態宣言」発令中（3月21日まで）

◆ごみの現状
　高山市は、人口が年々減少していますが、市
全体のごみ排出量は、ほぼ横ばいで推移してい
ます。
　つまり、市民一人あたりのごみ排出量は、年々
増加傾向にあるということです。

◆なぜごみが減っていなのか？
　核家族化によって人口は減少しているのに世
帯数が増加していることや、空き家の増加によ
る家財道具の整理、Ｈ３１年度までの観光客の増
加やそれに伴う事業活動の活発化などが要因と
考えられます。

◆なぜごみを減らす必要があるの？
① 地球の環境を守るため
→ごみを燃やすと二酸化炭素などの温室効
果ガスが発生し、地球温暖化につながり
ます。

② ごみ処理施設を長持ちさせるため
→老朽化した施設を安全に稼働させ、限ら
れた埋立処分地を長持ちさせる必要があ
ります。

③ ごみ処理コストを減らすため
→ごみを処理するためには、ごみを運搬す
る人件費や燃料代、焼却の際の電気代や
分別・資源化するための手間代など多く
の費用が発生します。高山市の廃棄物処理に要する費用は、増加傾向です。廃棄物の処理には公金が使わ
れていますので、このままごみの量が増加し続けると、
処理に必要な市の支出も増加していきます。

◆どうやってごみを減らすの？
　詳細は、8～11ページを参考にしてください。
① 食品ロスの削減 ・3キリ運動の促進
② 3Rの実践  ・リデュース（ごみを出さない）
   ・リユース（繰り返し使用する）
   ・リサイクル（資源化する）
③一人ひとりの実践 ・出来ることからで良いので、一人ひとりがごみの減量化の取り組みを進めましょう。

◆減量の目安
　１人１日当たり２５ｇ減らすと、市全体で１日あたり約２ｔ（ごみ収集車１台分）減らすことができます。
茶 碗 １ 杯 分 の 食 べ 物 約139ｇ ス ー パ ー の レ ジ 袋 約10ｇ
ブ ロ ッ コ リ ー の 芯 約100ｇ 食 品 ト レ イ（ 大 ） 約20ｇ
大 根 の 葉 約100ｇ コ ン ビ ニ 弁 当 容 器 約30ｇ
キ ャ ベ ツ の 芯 約300ｇ 空の500ｍℓペットボトル 約30ｇ
A 4 用 紙 5 枚 約25g 空 の２ℓペ ット ボト ル 約50ｇ

高山市の廃棄物処理に要した費用推移（施設延命化分を除く）
（百万円）

ごみ減量化のお願い

人口の状況とごみ搬入量の推移
（拠点および集団資源回収は除く）
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一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
大
き
な
効
果
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

①
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

食
品
ロ
ス
っ
て
何
？

　
本
来
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と

可
燃
ご
み
の
約
14
％
が
食
品
ロ
ス

　
昨
年
度
、
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
ま
れ
た
可

燃
ご
み
の
調
査
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
全

体
の
約
14
％
が
手
つ

か
ず
の
食
材
や
食
べ

残
し
な
ど
の
食
品
ロ

ス
で
し
た
。
ま
た
、

可
燃
ご
み
の
重
量
の

約
半
分
は
、
水
分
が

占
め
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
に
は
？

「
３
キ
リ
運
動
」を

　
　
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　
食
材
を
使
い
切
る「
使
い
キ
リ
」、
食
べ
残
し
を
し
な
い「
食
べ
キ
リ
」、
生
ご
み
を
捨
て
る
前
に
行
う

「
水
キ
リ
」の
３
つ
の
行
動
を
合
わ
せ
て「
３
キ
リ
運
動
」と
い
い
ま
す
。
詳
細
は
次
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
大
切
な
こ
と

●買い物
・買い物前に、冷蔵庫に入っている食材を確認する
→冷蔵庫内の在庫を確認することで、重複して購入することを回避できます。
また、整理整頓することによって冷気の流れが良くなり、食材の保存能力が
高まって省エネにつながります。
→必要の無いものを買わないように、事前に買い物リストを作成しましょう。
・必要な分だけ買う
→まとめ買いは避け、必要な分だけ買って、食べ切りましょう。

●料理
・食材は、食べられるところは全て使う
→ 例 ダイコンの葉は炒めて、ふりかけにする。ダイコンやニンジンの皮をきんぴらにする。
・食べ切れる量を作る
→ 例 家族などの体調や健康に配慮した献立にする。

クックパッド消費者庁のキッチン
　食材を使い切るレシピなど、様々なアレンジレシピが紹介されています。
　詳しくはQRからご覧ください。

使いキリ
買いすぎまたは使い切れずに捨ててしまう食材を無くしましょう！

３キリ運動
その 1

ごみ減量化のお願い
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●水切りネットを活用しましょう
　台所の三角コーナーなどに水切りネットを設置し、捨てる際は、水切りネットや紙製
水切り袋の水分を、しっかりと切ってから捨てましょう。
　また、食材の食べられない部分は洗う前に切り落としたり、皮をむいてから洗ったりな
ど、不要な部分はぬらさず、捨てることにより、水切りの手間が減ります。水気の多い果
物や野菜は、捨てる前に干して乾燥させると、水分が抜けごみの減量につながります。

●生ごみ処理機を使う
　生ごみ処理機とは、生ごみの減量や異臭の除去、
堆肥化などをする機械のことです。積極的に活用
しましょう。

３キリ運動
その 2 食べキリ

せっかくの食材や料理を残すことなく、美味しく食べきりましょう！

水キリ
可燃ごみの重量の約半分は、水分が占めています。可燃ごみの水切り
を徹底することがごみの減量につながりますので、実践しましょう。

●賞味期限、消費期限の意味を正しく理解しましょう
賞味期限…おいしく食べることができる期限。期限を過ぎても食べることができます。
消費期限…安全に食べられる期限。この期限を過ぎる前に食べきりましょう。

●弁当や違う料理にアレンジを
　夕食で食べきれなかったものを、次の日の弁当に入れたり、別の食材と調理して食
べたりして、食べきりましょう。

●3010運動をご存じですか？
　3010運動とは、長野県松本市で始まった取り組みで、宴会などでの食べ
残しをなくすため、最初の30分間は自席で料理を楽しみ、お開きの10分前
には、再び自席に戻り、料理を残さずいただくというものです。
　飛驒地方には、「めでた」の慣習があり、めでたが出されるまでは自席で料
理をいただくという点では、3010運動に通じるものがあります。新型コロ
ナの関係で、宴会などの会食を設ける機会は少なくなっていますが、出され
た料理は残さずに食べきりましょう。

●料理の持ち帰り
　食べきれなかった料理は、お店の人に相談して持ち帰りましょう。

生ごみ処理機の購入費用を
助成しています

助成額　購入額の 1/2（上限27,000円）
申込み　購入前に申請が必要です。事前
に生活環境課（本庁2階）または各支所で
説明を受けてから申請書を提出してください。
＊購入は、市内に本店がある店舗に限ります。
＊過去にこの補助金を受けた世帯も申請可能です。
問合せ 　生活環境課　☎35-3138

３キリ運動
その 3

キエーロ
消滅型のごみ処理機も
おすすめです

紙製水切り袋

賞味期限22.3.31

賞味
期限
22
.3.
31

ごみ減量化のお願い
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＜利用方法＞
下記の QRからダウン
ロードしてください。

問合せ
　生活環境課
　　☎ 35-3138

資源やごみの分別方法や収集日に悩んだことはありませんか？

ごみ分別アプリ「さんあ～る」配信中

＜主な機能＞
①分別帳
ごみの品目名から、分別方法を検索できます。

②便利帳
詳しい分別方法やごみの出し方、注意点を確認
できます。

③収集日カレンダー
お住まいの地域を設定することで、収集日をカ
レンダー形式で確認できるほか、アラームで収
集日を知らせる機能もあります。

アプリの画面

②
３
Ｒ
の
取
り
組
み
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

3
Ｒ
っ
て
何
？

　
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
）、

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
）の
総
称
で
、
ご
み
を
減
ら
す

大
切
な
考
え
方
で
す
。

　ごみ分別アプリ「さんあ～る」は、分別方法を手軽に検索でき、資源やごみの収集
日をお知らせする機能がついたアプリです。ぜひご活用ください。

●Reduce（リデュース）…ごみを出さない
·マイバッグを持ってレジ袋を減らす
·マイボトルやマイ箸を使い、使い捨て製品や無償提供さ
れるプラスチック製のスプーンやストローなどをもら
わない
·食べ残しをしない

●Reuse(リユース)…繰り返し使う
·長く使用できるように、モノは大切に使う
·シャンプーや洗剤などは、詰め替えできるものを選ぶ
·不要な衣服や家具などを必要な人に譲る
·フリーマーケットやリサイクルショップを利用する

●Recycle(リサイクル)…資源化する
·古紙や缶、びん、ペットボトルなどの資源物は、「高山市のごみの分
け方・出し方」のとおり、正しく分別する
·正しく分別するために、ごみ分別アプ
リ「さんあ～る」を活用する（下記参照）
·環境に優しい「エコマーク」がついてい
る製品を使う

エコマーク

ごみ減量化のお願い
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1111 問合せ  生活環境課　☎ 35-3138

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

◆
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
小
売
事
業
者

↓
資
源
回
収
の
実
施

↓
紙
製
ス
ト
ロ
ー
、
木
製
ス
プ
ー
ン
の
販
売

↓
ト
レ
イ
な
し
販
売
や
持
参
容
器
で
の
販
売
な
ど

◆
飲
食
店
・
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど

↓
３
０
１
０（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）運

動
の
実
施

↓
食
べ
き
り
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
・
販
売

↓
食
べ
残
し
食
品
の
持
ち
帰
り
の
実
施

↓
無
料
使
い
捨
て
製
品
提
供
の
抑
制
な

ど
◆
食
品
製
造
業
な
ど

↓
製
造
ロ
ス
の
削
減

↓
規
格
外
品
の
流
通
、
活
用
な
ど

＊
そ
の
他
の
事
業
者
も
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
HP
な
ど
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
生
活
環
境
課
☎
35-

３
１
３
８

③
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す

　
　
―
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
―

　
今
年
度
、「
家
庭
系
ご
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
多
く
の
ご
み
の
減
量
化
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
ご
み
減
量
化
ア
イ
デ
ア
の
詳
細
は
QR
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

食
品
ロ
ス
削
減
関
係

・
買
い
物
は
、
リ
ス
ト
を
書
い
て
無
駄
を
無
く

す
よ
う
心
掛
け
て
い
る

・
車
の
中
に
は
、
日
頃
か

ら
エ
コ
バ
ッ
グ
を
入
れ

て
い
る

・
野
菜
の
端
材
は
、
細
か

く
切
っ
て
一
旦
冷
凍

し
、
解
凍
す
る
と
水
切
り
を
し
や
す
い

・
野
菜
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
干
し
野
菜
な
ど

に
し
て
い
る

・
作
っ
た
お
か
ず
は
、
次

の
日
で
も
食
べ
き
る
ま

で
食
べ
る
よ
う
に
し
て

い
る

・
食
べ
残
し
に
は
、
違
っ

た
材
料
を
加
え
て
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
食

べ
て
い
る

３
Ｒ
関
係

・
液
体
せ
っ
け
ん
や
シ
ャ
ン
プ
ー
を
固
形
せ
っ

け
ん
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
容
器
の
ご
み
が

減
っ
た

・
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
割
り
ば
し
や
ス
プ
ー
ン
な

ど
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る

・
不
要
な
衣
類
や
汚
れ
が
目

立
つ
布
は
、
小
さ
く
切
っ

て
雑
巾
に
し
て
い
る

・
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
資
源
回

収
場
を
、
ス
ー
パ
ー
で
使

え
る
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
た
め
、
積
極
的
に
利

用
し
て
い
る

・
食
べ
残
し
は
蓋
付
容
器
に
入

れ
替
え
、
安
易
に
ラ
ッ
プ
を

使
用
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や
紙
ご
み
は
、
き
ち
ん

と
分
別
す
る
と
か
な
り
減
る

ご
み
の
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
多
種
多
様
で
す
。

出
来
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
減
量
化
の
ア
イ
デ
ア
】

資源回収の実施②

資源回収の実施①

食べ切り運動啓発ポスター

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
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取
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取
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取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
ご
み
の
減
量
化
に
取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
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取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

【
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
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み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
】

ごみ減量化のお願い
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古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

QR コードは㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

脱炭素社会に貢献する「高山市」の実現に向けて

　「ゼロカーボンアクション」とは、できることか
ら始める暮らしを脱炭素化する取組みです。
詳しくは環境省ＨＰ QRをご覧下さい。

◆迫りくる気候変動の影響
　近年、気候変動の影響と考えられる集中豪雨や大型台風が頻発
し、大規模災害が発生するなど市民生活へも多大な影響をもたら
しています。これらは二酸化炭素の増加に伴う地球温暖化の影響
であるとされ、今後、さらに人々や生態系にとって深刻な影響が生
じる恐れがあるといわれています。

◆地球規模で加速化する地球温暖化への取り組み
　2015（平成27）年にパリ協定や持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が
採択され、国際的な枠組みでの地球温暖化対策の取り組みが加速
しています。国内でも、政府により2050年までに二酸化炭素排出
量実質ゼロを目指すことが表明されるなど、地球温暖化対策は世
界規模で取り組むべき共通の課題となっています。

～地球を守るために私たちができること～
　地球温暖化の原因とされる二酸化炭素は、私たちの生活の中で
エネルギーを消費することによって発生しています。二酸化炭素
の発生を抑制するためには、市民・事業者・行政がそれぞれの活動
の中でできることから取り組んでいかなければなりません。少しだ
け今の生活スタイルを変えることで、脱炭素の取組みに貢献しま
せんか？

◎省エネルギーの徹底
家庭や事業所などで使用する電気やガス、灯油、ガソ
リンなどの消費をできるだけ減らしましょう。
●例えば…
・節電、節水を心がける
・省エネ家電を導入する
・低公害自動車に切り替える
・エコドライブを心がける　など
・低公害自動車に切り替える

◎再生可能エネルギーの活用（再エネの活用）
住宅などへの太陽光発電の導入や再生可能エネル
ギー由来の電力に切り替えましょう。
●例えば…
・新築や改築時に太陽光パネル
を導入する
・グリーン電力といわれる再エネ
由来の電力に切り替える　など

◎ごみの分別や再利用等の徹底
●例えば…
・ごみの分別徹底
・使い捨てプラスチック商品の使
用を控える
・食事を食べ残さない　など

・使い捨てプラスチック商品の使

・食事を食べ残さない　など

◎脱炭素活動の推進
二酸化炭素排出量の削減に取り組む活動への参加
やサービスを選択しましょう
●例えば…
・ＣＯ2削減に努める事業者の
サービスを選択する
・環境配慮のマークが付いた
商品を選択する
・地球環境保全活動に参画する　など

・ＣＯ2削減に努める事業者の

・地球環境保全活動に参画する　など

問合せ 　環境政策推進課　☎35-3533

持続可能な開発目標「S
エスディージーズ
DGs」17の目標




